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令和 7年度 グループホームかりん 自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 

理念の

共有と

実践  

地域密着型サービスの意

義をふまえた事業所理念

をつくり、管理者と職員

は、その理念を共有して実

践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・法人理念、施設理念を基にグループホームかりんの基本方針を立案。

職員はその基本方針から個人目標管理表にて具体的な実践に繋げてい

る。 

・理念は事務所内に掲示し、毎月の係会議内でも目標を各自職員で再確

認している。 

・個々のご利用者の喜び、楽しみが生活の中に活かされているよう計画

立案できるよう取り組んでいる。 

・個人目標は年３回の面接時に振り返りを行っている。 

      

2 

事業所

と地域

とのつ

きあい 

事業所は、利用者が地域と

つながりながら暮らし続

けられるよう、認知症の人

の理解や支援の方法など

を共有し、事業所自体が地

域の一員として日常的に

交流している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・西倉吉町の自治会に加入し、回覧板を回して頂いている。自治会行事

である運動会・奉仕作業・秋祭りに参加出来た。神輿の巡回もして頂き

休憩所として使って頂いた。ご利用者は元気な子どもたちの姿を見て喜

んでいた。 

・7 月に小鴨地区の笑顔のまつり「炊き込みご飯」を販売するお店を出

店し好評だった。 

・施設発信としては、西倉吉町の自治公民館と連携を取り［かりんこど

も食堂］のチラシを西倉吉町の皆さまに回覧して頂いている。 

・地域の幅広い年齢層の方々との交流に向けての取り組みとして、西倉

吉保育園、小鴨地域の小学校やコミュニティーセンター、児童館にも「か

りん子ども食堂」のポスターを掲示して頂いた。 

・こども食堂は、感染予防として今年もテイクアウト形式を継続してい

た。11 月こども食堂としての運営の仕方を見直す機会あり、11/27 か

りんで食事を食べて頂くスタイルに変更し実施していく。地域の方との

交流を図る機会となっている。また、ご利用者はカレー用の野菜を洗い、

皮をむく等の下準備（調理）を行った。 

・こども食堂当日には認知症に関する冊子を用意し、質問等に答えられ

るようにしている。 

・とても活発に活動されていて、

地域との関りもきちんとできてい

る印象。 

・こども食堂がイートインの形に

変更するにあたって、ご利用者に

も配膳等手伝っていただく機会を

設けてもらえれば、子どもや地域

の方との関りができ、とても貴重

な機会になるのではないか。 

・ボランティアはおがもコミュニ

ティセンターに相談すれば中学生

などの協力が得られると思う。 

子ども食堂のポスターに募集の記

事を追加しても良いと思う。 

    

3 

運営推

進会議

を活か

した取

り組み 

運営推進会議では、利用者

やサービスの実際、評価へ

の取り組み状況等につい

て報告や話し合いを行い、

そこでの意見をサービス

向上に活かしている

（4.6.8.10.12.2 月） 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・ご利用者の状況、毎月のヒヤリハット・事故ヒヤリの集計報告・サー

ビス状況を行い、参加頂いた皆様からのご意見をお聞きしている。こど

も食堂の地域ニーズや協力者の情報も得ている。倉吉市長寿社会課、明

倫小鴨地域包括、民生委員や自治公民館とも連携を取りながら、地域住

民の皆さまのニーズを共有することでの把握の場としています。 

特になし     
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4 

市町村

との連

携 

市町村担当者と日頃から

連絡を密に取り、事業所の

実情やケアサービスの取

り組みを積極的に伝えな

がら、協力関係を築くよう

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・運営推進会議にも倉吉市の長寿社会課からのご参加を頂け、日頃から

良好な関係を築くよう努めている。今まで通り相談しやすい関係を維持

できている。 

 特になし     

5 

身体拘

束をし

ないケ

アの実

践 

代表者および全ての職員

が「介護保険法指定基準に

おける禁止の対象となる

具体的な行為」を正しく理

解しており、玄関の施錠を

含めて身体拘束をしない

ケアに取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・毎月1回高齢者虐待防止・適正委員会が開かれ、かりんの取り組み内容

や進捗状況を報告している。センサーマットを使用する場合も、依存し

過ぎないように補助的に使用し、ケアプランにも明記し対応している。。 

・防犯上の目的で午後7時から翌朝9時までは玄関の鍵を施錠している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・身体拘束については、特に

気を付けておられると感じま

した。 

6 

虐待の

防止の

徹底 

管理者や職員は、高齢者虐

待防止関連法について学

ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が

見過ごされることがない

よう注意を払い、防止に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・身体拘束防止・虐待防止委員会の取り組みで年2回「虐待の芽チェック

リスト」を使い、不適切なケアになっていないか確認している。施設内

の研修もあり、働きやすい職場作りのため、自分が発する他職員への言

動等にも注意を払っている。 

・身体拘束廃止の取り組みにより法人研修やミニ研修を計画。身体拘束

を行わないという認識を持ってケアを実施しており、身体拘束はない。 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・研修などにも出ておられて、

A だと思います。 

7 

権利擁

護に関

する制

度の理

解と活

用 

管理者や職員は、日常生活

自立支援事業や成年後見

制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係

者と話し合い、それらを活

用できるよう支援してい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・以前は成年後見制度を利用しているご利用者もあり、その必要性や地

域連携ネットワークの役割を理解することが必要と考える。ミニ研修と

して年に1回成年後見制度について学習する機会を設けている。今年度は

年間計画により来年１月にマグノリアの社会福祉士により研修を予定し

ている。 

 

      

8 

契約に

関する

説明と

納得 

契約の締結、解約また改定

等の際は、利用者や家族等

の不安や疑問点を尋ね、十

分な説明を行い理解・納得

を図っている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・入居時、家族に契約書・重要事項説明書、料金表をもとに説明を行な

い、理解を図り契約を交わしている。利用者本人への説明等については

ご本人の判断能力が不十分な場合もありるが、出来る限り納得を得られ

るよう努めている。 

 

      

9 

運営に

関する

利用者、

家族等

意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要

望を管理者や職員ならび

に外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映

させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・7月配布し顧客満足度調査アンケート(ご利用者様・ご家族様)実施。結

果を係会議で周知。意見や要望から改善点を係会議・フロア会議で話し

合い対応している。 

・10月嗜好調査を行っている。 

・面会時やプラン確認時には、ご利用者はもちろんご家族の意見や提案

を直接出来ている。お目にかかれない場合には電話やお便りを活用して

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・家族交流会や、外部の人が

入る機会があり、運営に反映

できておられると思います。 
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いる。 

10 

運営に

関する

職員意

見の反

映 

代表者や管理者は、運営に

関する職員の意見や提案

を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・ユニット会議・係会議で職員の意見や提案を聞く機会や「みるみるノ

ート」を活用しながら、必要時その都度話し合いができている。 

・次年度の事業計画にも反映される職員アンケートの実施をしている。 

・日々の支援に対する意見等はリーダー会議、ユニット会議、グループ

ホーム稼働会議で話し合っている。 

      

11 

就業環

境の整

備 

代表者は、管理者や職員

個々の努力や実績、勤務状

況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各

自が向上心を持って働け

るよう職場環境・条件の整

備に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・管理者は職員個々とコミュニケーションを大切にし、勤務状況を把握

している。施設長、課長もマグノリアから来られ職員個々に声掛けされ

ている。また目標達成度評価表で個々の業務遂行、目標の進捗状況等把

握しており、法人の諸規定、各手順により給与や研修体制等明確になっ

ている。 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・勤務時間や給与水準などを

どのように把握して努めてお

られるかは、わかりませんが、

施設内の雰囲気で、職場環境

は良いと感じました。 

12 

職員を

育てる

取り組

み 

代表者は、管理者や職員一

人ひとりのケアの実際と

力量を把握し、法人内外の

研修を受ける機会の確保

や、働きながらトレーニン

グしていくことを進めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・法人内外の研修を個々の経験年数、希望等に沿って受講できており、

年３回の目標面接では職務基準書により能力評価を行っている。 

・部下育成の重要性は認識できており、適時、指導、相談ができている。 

・今年度も地域の公民館などにて「こども食堂の取り組み」を発表し、

内外に当施設の取り組みを発信することができた。 

・認知症ケアの技術的向上や専門的知識を広げるための法人必須のｗｅ

ｂ研修、オンライン研修をパソコンやスマートフォン等の端末を使用し、

インターネット上で研修を行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・法人内外の研修に参加して

おられる機会が多いと思いま

す。 

13 

同業者

との交

流を通

じた向

上 

代表者は、管理者や職員が

同業者と交流する機会を

作り、ネットワークづくり

や勉強会、相互訪問等の活

動を通じて、サービスの質

を向上させていく取り組

みをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・法人内の ISO グループホーム部会での情報交換、事例検討会に参加し、

認知症ケア向上に努めている。今年度は、かりんの事例を発表し、認知

症ケアの専門的な事、認知症チームケア推進加算の取り組みについても

深める事ができ良い勉強会になったと共に、仁厚会・敬仁会のグループ

ホームの交流の場になった。かりんの取り組みについて、褒められた内

容は現場の職員にも周知し、モチベーション維持に努めている。 

      

14 

本人と

共に過

ごし支

えあう

関係 

職員は、本人を介護される

一方の立場におかず、暮ら

しを共にする者同士の関

係を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・ご利用者の出来ることを活かし、役割のある生活が送れるよう、職員

と一緒に活動を行っている。職員はご利用者の生活歴等から得意なこと

や興味のあること、出来そうなことを把握するよう心がけている。でき

なくなってしまった事よりも、できる事に目を向け職員がサポートしな

がらできた喜びを一緒に喜べる関係作りも大切にしている。 

・身体状況や健康状態について、一緒に考えながらケアを進められるよ

うに、ご家族には随時病状や治療内容の連絡および確認を行っている。 
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15 

馴染み

の人や

場との

関係継

続の支

援 

本人がこれまで大切にし

てきた馴染みの人や場所

との関係が途切れないよ

う、支援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・感染状況により制限が必要な時もあるが居室内での面会やご希望時に

外出や外泊が出来ている。携帯を持っておられる方はいつでも知人や家

族に連絡されている。 

・今後、コロナ感染状況を判断しながらではあるが、ご利用者が住み慣

れた地域に出向く暮らしを共に勧めていきたい。 

特になし     

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 
思いや意向

の把握 

一人ひとりの思いや暮

らし方、生活環境、一

日の過ごし方の希望や

意向の把握に努めてい

る。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・センター方式C-1-2を使用し、ご利用者ご本人の希望や意向や生活歴

の把握に努めている。 

・日々の関わりや暮らしの様子を詳細に分析しながら、ご利用者一人ひ

とりの思いや意向の把握に努めている。困難な場合は、ご家族へのい聞

き取りも行い情報の収集を行っている。 

 

      

17 

チームでつ

くる介護計

画とモニタ

リング 

本人がより良く暮らす

ための課題とケアのあ

り方について、本人、

家族、必要な関係者と

話し合い、それぞれの

意見やアイディアを反

映し、現状に即した介

護計画を作成している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・センター方式C-1-2を使用し、ユニット内で話し合いを行い介護計画

を立案作成している。状況によっては医師、地域包括支援センター、市

長寿社会課と連携し、専門職からのアドバイスを得ている。 

・モニタリングは毎月行い、６ヶ月に１回プラン評価・見直しを行なっ

ている。 

・8月倉吉病院の認知症認定看護師に来て頂き、現状の報告からアドバイ

スを頂き、改善に向けた取り組みができた。 

特になし 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・個別支援が細やかだと感じ

ます。 

18 

個別の記録

と実践への

反映 

日々の様子やケアの実

践・結果、気づきや工

夫を個別記録に記入

し、職員間で情報を共

有しながら実践や介護

計画の見直しに活かし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・見直しカンファレンス、モニタリング等の根拠となるプランに沿った

記録が毎日出来ている。その記録は、介護計画の見直しに活かしている。 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・どのように記録して情報共

有しておられるかは、わかり

ませんが、各ユニット会議で

共有されているのだと思って

います。 

19 

一人ひとり

を支えるた

めの事業所

の多機能化 

本人や家族の状況、そ

の時々に生まれるニー

ズに対応して、既存の

サービスに捉われな

い、柔軟な支援やサー

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・利用者の状況によっては、明倫・小鴨地域包括支援センター、倉吉市

市長寿社会課または地域等へ相談。サービスの充実、補填ができるよう

情報収集している。 

 

特になし     
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ビスの多機能化に取り

組んでいる 

20 
地域資源と

の協働 

一人ひとりの暮らしを

支えている地域資源を

把握し、本人が心身の

力を発揮しながら安全

で豊かな暮らしを楽し

むことができるよう支

援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・こども食堂を開設したことにより利用者も地域貢献として役割を担う

機会ができている。子ども食堂の食材調達や受け取り、野菜洗い、皮む

き等、ご本人の力が発揮出来るように支援している。 

・三朝町体験講座イベント外出(パフェ作り、和太鼓、ソフトクリーム作

り)参加。やってみたいイベントに申し込み参加し喜ばれていた。 

・思いや希望を尊重した取り組みで、温泉に入る、買い物外出、90 歳ご

夫婦の外食支援など職員がサポートしながら実施し喜ばれていた。 

特になし     

21 

かかりつけ

医の受診支

援 

受診は、本人及び家族

等の希望を大切にし、

納得が得られたかかり

つけ医と事業所の関係

を築きながら、適切な

医療を受けられるよう

に支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・家族の意向を尊重し、かかりつけ医の受診や往診を支援している。病

状によっては専門外来（精神科、眼科、皮膚科、歯科、整形外科など）

の受診について家族と相談し受診している。 

・主に看護師が同行し、日々の暮らしぶりや病状等相談を行う。 

・治療に反映できるよう心掛けている。 

・他科受診を含め、車イス利用の方、家族の送迎が困難な場合には、有

料ヘルパーを利用するなどの支援も行っている。 

      

22 

入退院時の

医療機関と

の協働 

利用者が入院した際、

安心して治療できる

ように、また、できる

だけ早期に退院でき

るように、病院関係者

との情報交換や相談

に努めている。あるい

は、そうした場合に備

えて病院関係者との

関係づくりを行って

いる。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・入院時は入院に際し本人、家族が困らないように、治療や療養の必要

性、費用、入院期間について十分な説明を行なっている。 

・退院時は、地域連携室を通して相談員が病状の把握を行っている。退

院許可時には速やかにグループホームでの生活が送れるようアセスメン

ト（５日間の経過観察記録）を行い、連携を図っている。 

・両法人（仁厚会・敬仁会）の施設が月に 1 回医療連携カンファレンス

を実施し情報を共有している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・長期入院で退院というケー

スをあまり聞かれないので、

病院の方や家族と連携して、

元の生活に戻るようにしてお

られると思います。 

23 

重度化や終

末期に向け

た方針の共

有と支援 

重度化した場合や終

末期のあり方につい

て、早い段階から本

人・家族等と話し合い

を行い、事業所ででき

ることを十分に説明

しながら方針を共有

し、地域の関係者と共

にチームで支援に取

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・現在、看取りを行っていないが、ご利用者の状態変化に合わせて意向

に沿った対応を、その都度、各部署と連携取りながら検討している。 

・入所時の説明において、治療が必要な状態になった際の連絡方法や対

処方法を説明し同意を得ている。 

・年 1 回緊急時対応について意向確認を行なっており、緊急搬送先の確

認や主治医との連携も図れている。 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・看取りについて、どのよう

にしておられるか具体的に聞

きたいです。 
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り組んでいる 

24 

急変や事故

発生時の備

え 

利用者の急変や事故発

生時に備えて、全ての

職員は応急手当や初期

対応の訓練を定期的に

行い、実践力を身に付

けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・施設にはＡＥＤ（自動体外式除細動器）を完備している。今年パット

の交換やバッテリー交換を実施した。 

・年 1 回職員全員が救急隊員から救急法の研修を受講し、心肺蘇生法等

定期的に学ぶ機会がある。また緊急対応マニュアルに沿って対応してい

る。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の

災害時に、昼夜を問わ

ず利用者が避難できる

方法を全職員が身につ

けるとともに、地域と

の協力体制を築いてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・火災模擬避難訓練（日中と夜間）、地震模擬避難訓練、水防模擬避難訓

練と図上訓練を合わせ合計８回実施。今年度水防訓練は西中学校体育館

に避難した。洪水時の避難確保計画、消防計画、災害対策の BCP（事業

継続計画）がある。 

・避難訓練の際は参加させていた

だけたらと思う。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・訓練をきちんとしておられ

ると思いますし、法人が大き

いので安心だと感じます。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援        

26 

一人ひとり

の尊重とプ

ライバシー

の確保 

一人ひとりの人格を

尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言

葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・施設内研修にて倫理についての研修や『虐待の芽チェックリスト』で

自身や他職員の声掛けや対応について確認している。事故ヒヤリレポー

トやユニット会議で問題となった事例については、あらためて係会議な

どの機会に職員全員が共有し再発防止に取り組んでいる。 

・接遇マナー研修も行ない全員参加できている。 

・入浴、排泄手順書等、マニュアルの整備している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・利用者さんや職員さん同士

で良い関りをされていると思

います。 

27 

日々のその

人らしい暮

らし 

職員側の決まりや都

合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日

常生活における希望

や意向、暮らしのペー

スを大切にし、その日

をどのように過ごし

たいか、希望にそって

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・基本的な流れはあるが、その人のペース・体調を見ながら、本人の希

望に沿った個別支援ができるように取り組んでいる。また希望に沿って

外出や個別活動を行っており、ボランティアの協力もあり、小グルーム

で書道クラブの活動やご利用者全員でコーラスに参加を継続している。 

・活動において職員が無理強いすることはない。 
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28 

食事を楽し

むことので

きる支援 

食事が楽しみなもの

になるよう、一人ひと

りの好みや力を活か

しながら、利用者と職

員が一緒に準備や食

事、片付けをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・口腔体操は毎食前に実施している。 

・毎食のを作る役割ができるよう支援している。 

・食事準備や味噌汁作り、子ども食堂の準備で、野菜の皮むき、種取り

など、また、テーブル拭き、お盆拭き、コップ拭き、洗濯畳み、掃除等

の役割がある。 

・季節感のある献立や、畑で収穫した野菜を使い会話も弾み楽しみのあ

る食事の時間になっている。 

・誕生日にはご利用者それぞれの好物を献立に入れている。 

・管理栄養士による栄養研修を毎月行い、ご利用者が健康に食事を楽し

めるような支援につながている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・食事やおやつなど特に、力

を入れておられると思いま

す。 

29 

栄養摂取や

水分確保の

支援 

食べる量や栄養バラ

ンス、水分量が一日を

通じて確保できるよ

う、一人ひとりの状態

や力、習慣に応じた支

援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・食事は栄養士の献立表を基本とし、ご利用者の嗜好や食事療法に合わ

せて調整。また嚥下状態に合わせた食事形態やスプーンの形状に変えて

提供している。 

・誤嚥の危険性や体重減少のあるご利用者には、主治医との連携を取り、

状況によってST評価を依頼し実施。その結果を毎食の食事形態や姿勢、

スプーンの大きさ等に反映している。 

・水分量等も個別にチェックしており、１日の摂取状況を把握している。 

・食事時間もその方に合った時間で提供し､水分も暖かいもの冷たい物な

どの工夫や、トロミ剤等ご利用者の状態に合わせ個別に対応している。 

      

30 
口腔内の清

潔保持 

口の中の汚れや臭い

が生じないよう、毎食

後、一人ひとりの口腔

状態や本人の力に応

じた口腔ケアをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

・義歯は自分で洗えるよう声かけし、必要に応じ介助を行っている。 

・歯の無い方には舌苔ブラシ、スポンジブラシにて毎食後の口腔ケアは

徹底している。 

・口腔ケアの際に、義歯の不具合や舌や歯茎の炎症の有無を目視で確認。

口腔内のチェックを行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

31 
排泄の自立

支援 

排泄の失敗やおむつ

の使用を減らし、一人

ひとりの力や排泄の

パターン、習慣を活か

して、トイレでの排泄

や排泄の自立にむけ

た支援、便秘の予防

等、個々に応じた予防

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・職員全員対象で排泄に関する研修を行っている。 

・個々の排泄ﾊﾟﾀｰﾝを把握しており、利用者の身体状況等に合わせ、トイ

レでの排泄を支援している。 

・パットや排泄時間等をご利用者個々に確認。その結果をユニット内で

周知し継続してケアができるように工夫している。 

・パットの選定や尿器やポータブルの使用等の検討をユニット会などで

適時行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 
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32 

入浴を楽し

むことがで

きる支援 

一人ひとりの希望や

タイミングに合わせ

て入浴を楽しめるよ

うに、職員の都合で曜

日や時間帯を決めて

しまわずに、個々にそ

った支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・入浴の提供は日中のみではあるが、週に２～３回は入浴支援ができて

いる。無理な案内はせず１人ひとりのタイミングと希望に沿って、お一

人ずつ、ゆったりとくつろげる支援を心掛けている。 

・入浴を拒否される方には、散歩や声掛けの工夫をし気分転換を図り、

気持ちよく入浴できるよう環境を整え対応している。 

・必要な方には、リフト浴や同性介助も行っている。 

      

33 
安眠や休息

の支援 

一人ひとりの生活習

慣やその時々の状況

に応じて、休息した

り、安心して気持ちよ

く眠れるよう支援し

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・個々の体調やリズム、習慣等に応じて日中は散歩や活動出来るよう支

援し、また昼寝や休息時間を適宜設け夜間安眠できるよう支援している。 

・夜間は入眠するまではホールで過ごす等、ご利用者の生活スタイルに

沿って対応している。また寝具や居室内の証明の明るさ、室温等の環境

面にも留意している。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用し

ている薬の目的や副

作用、用法や用量につ

いて理解しており、服

薬の支援と症状の変

化の確認に努めてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・個々のケースファイルに最新の薬剤情報を綴り、職員が確認出来るよ

うにしている。 

・処方の変更等は「服薬チェック表」で周知している。 

・観察事項等を適時記録に残し看護師への相談・報告を行っている。 

・服薬方法についてもユニット会で話し合い、誤薬や落下薬などの事故

が発生しないように詳細に検討している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

35 
役割、楽しみ

ごとの支援 

張り合いや喜びのあ

る日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生

活歴や力を活かした

役割、嗜好品、楽しみ

ごと、気分転換等の支

援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・ご利用者・ご家族から話を聞き、ご本人ができる事が何かを確認。活

動が継続できるようプランにも挙げ支援しており、役割として生活の中

に定着している。やりがいや達成感の実感、ドキドキやワクワクの体験

が、機能維持につながっている。 

 

特になし     

36 
日常的な外

出支援 

一人ひとりのその日

の希望にそって、戸外

に出かけられるよう

支援に努めている。ま

た、普段は行けないよ

うな場所でも、本人の

希望を把握し、家族や

地域の人々と協力し

ながら出かけられる

ように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・感染対策を行いながら、施設外に外出することを心がけている。 

・現在、ドライブ・散歩については状況に応じ、少人数で行っている。(ア

ジサイ、コスモス畑を見に行くなど) 

・春には施設のそばに桜並木散歩、季節を感じれるようなドライブ。海

や山に出掛けている。 

・ご利用者一人ひとりに個別での

かかわりがきちんとできているよ

うに感じる。 
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37 

お金の所持

や使うこと

の支援 

職員は、本人がお金を

持つことの大切さを

理解しており、一人ひ

とりの希望や力に応

じて、お金を所持した

り使えるように支援

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・お金を自己管理している利用者はない。 

・金銭のやり取りはないが、近所のスーパーに好みのお菓子、果物、パ

ン等を買い物に出かけている。 

      

38 
電話や手紙

の支援 

家族や大切な人に本

人自らが電話をした

り、手紙のやり取りが

できるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・携帯電話を持参されるご利用者が増えている。携帯電話の使用制限は

設けていない。好きな時に自由に使用して頂いている。 

・電話の希望があれば応じている。利用者の書かれた手紙や絵、はがき

などを送り、ご友人やご家族からはハガキや手紙の返送がある。 

 

      

39 

居心地のよ

い共用空間

づくり 

建物内部は一人ひと

りの身体機能やわか

る力を活かして、安全

かつできるだけ自立

した生活が送れるよ

うに工夫している。共

用の空間が、利用者に

とって不快や混乱を

まねくような刺激が

ないように配慮し、生

活感や季節感を採り

入れて、一人ひとりが

居心地よく過ごせる

ような工夫をしてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・温度、湿度、臭気を確認しながら時間ごとの換気やエアコンを使用し

適温調整を心がけている。リラックスできるようにソファー等の配置や

環境設定に留意している。季節の生花を活けたり、季節ごとの飾り付け

を行い雰囲気作りに努めている。 

・中庭にあるウッドデッキを利用して季節行事を行うなどし、ユニット

のご利用者の交流の場として活用している。今年度は、お茶会、芋ほり

をし豚汁作りを行なった。 

・畑の前にあるベンチに座って日々の野菜の生育を楽しみに眺めること

もできたり、畑の草取り、収穫、も行なっている。 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

Ⅳ．本人の暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）       

40 

本人主体の

暮らし 

本人は、自分の思

い、願い、日々の暮

らし方の意向に沿

った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・介護計画の中に、本人の思い、意向を取り入れたプランを作成してい

ます。その経過を毎日記録し、月１回モニタリング、３か月評価、６か

月でアセスメントを行いプランの変更をしている。 

      

41 

本人は、自分の生活

歴や友人関係、暮ら

しの習慣、特徴など

様々な情報をもと

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・センター方式C-1-2を本人、家族から聞き取り作成している。本人の

気持ちを汲み取ろうとする姿勢や傾聴を基本とし、寄り添うケアを行っ

ている。 
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に、ケア・支援を受

けることができて

いる 

42 

本人は、自分の健康

面・医療面・安全

面・環境面につい

て、日々の状況をも

とに、ケア・支援を

受けることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・計画作成担当者が入居前に今までの経過、今困っていること、要望等

をゆっくり丁寧に聞いている。 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

43 

生活の継続

性 

本人は、自分のペー

スで、これまでの暮

らしの習慣にあっ

た生活ができてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・感染症による面会制限や外出制限はあったが、居室での面会や外出・

外泊とご希望に合わせて支援している。できる所の視点を大切にし、で

きなくなった所は、職員がさりげなく声掛けや対応し支援している。 

・職員との触れ合いの中で、今まで住んでいた所の話をしたり、ご利用

者の行きたいところに散歩やドライブに出かける支援をしている。 

 

      

44 

本人は、自分のなじ

みのものや、大切に

しているものを、身

近（自室等）に持つ

ことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・家庭で使用されていた食器、湯飲み、寝具類、ぬいぐるみ、ラジカセ

など、ご利用者の愛用品を積極的に持参して頂いており、大切に使用し

ている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

45 

本人は、自分の意

向、希望によって、

戸外に出かけるこ

とや、催（祭）事に

参加することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・地域のお祭りや西倉吉の秋祭り、西中学校体育館への水防避難訓練等

ができた。 

・春と秋の総事（奉仕作業）には積極的に参加できた。 

特になし     

46 
本人が持つ

力の活用 

本人は、自分ができ

ること・できないこ

と、わかること・わ

からないことを踏

まえた、役割や、楽

しみごとを行うこ

とができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・介護計画に本人の役割を反映している。ご利用者の喜びや楽しみをと

らえ、役割を楽しみながら行なえるよう支援している。 

・ご本人の持つ力を出来る限り維持出来るように支援している。 
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47 

本人は、自分がいき

いきと過ごす会話

のひと時や、活動場

面を日々の暮らし

の中で得ることが

できている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・洗濯干し、洗濯たたみ、食器洗い、お盆拭き、そうじ等ご利用者の力

が発揮出来るように支援している。花植え、野菜植えが好きな方は、中

庭プランター、かりん農園を活用している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

48 

本人は、自分なりに

近隣や地域の人々

と関わったり、交流

することができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

・散歩時にすれ違った地域の方へ挨拶できている。総事などで地域住民

の方と会話ができる貴重な機会である。 

・ボランティアの方の訪問は、地域の方と笑顔で会話できる貴重な機会

になっている。 

・こども食堂は継続運営できており、子どもだけではなく地域食堂とし

ての役割を果たしている。 

特になし     

49 総合 

本人は、このGH に

いることで、職員や

地域の人々と親し

み、安心の日々、よ

りよい日々をおく

ることができてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

・ご利用者も職員も笑顔の絶えない明るい雰囲気の施設運営に努めて

いる。ご利用者を主体とした認知症ケアが実践できるよう、パーソン・

センタード・ケアを基本とし個々の生活を大切にしている。 

・地域貢献と認知症の理解とご利用者自身の力が発揮できる場として

「かりんこども食堂」を継続的に展開していく。 

・看護師と情報共有しご利用者の健康観察および職員に対する感染対

策の周知・徹底を行い、医療機関との連携も図れている。 
 

特になし 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

 


